
第 403 昭和の森自然観察会

冬の植物の過ごし方

梅宮玲子（市原市）

日 時：2026 年 2 月 21 日（土）10 時から 12 時  天気：雪

参加者：10 名（大人 7 名、子ども 3 名）指導員 3 名他 1 名

担当指導員：山下・梅宮

良く晴れた昭和の森で「冬の植物の過ごし方」の観察会が実施されました。

10 人と少人数の参加でしたが、その分、一人一人、きめ細やかに対応ができました。最初に指導

員が持参した冬芽の小枝をみながら観察開始。まず、ハンノキの冬芽。実もついていたので、雄

花と雌花の話から、樹に雌雄があるのかなど、質問がどんどん広がりました。松戸からきた親子は

かなり熱心に冬芽をルーペでみていました。コナラの赤い五角形の芽鱗、クヌギの短毛に覆われ

た芽鱗、コブシの毛皮のコートの冬芽、やや薄紫のシモクレン。ハクウンボクの裸芽。主芽と予備

芽の役割。ハクウンボクの実は沢山落ちていたので、ヤマガラが実を隠し備蓄することなど。山下

指導員がニガキの小枝を数本もってきていたので、冬芽をみながら小枝を味見。

あまりの苦さに慌てて吐き出した人もいました。冒険広場をぬけ、イヌシデ、アカシデの冬芽の先

端で子どものほっぺをツンツン。柔らかさで違いを実感。それからハナミズキに移動。ふっくらした

中華まんじゅうの形の花芽と細身の葉芽をみました。

市町村の広場に入ると、小学生がスギに興味深々。花粉症の元もみます。途中、大きな松ぼっ

くりのあるダイオウショウの大きな葉を拾ったり、河津桜とソメイヨシノがいっしょに生えている様子

をみて、サクラの苗木や台座のサクラ談義が始まったりしました。

トチノキまで行き、大きな冬芽を触ってみて、なぜベタベタするのか？ また芽鱗痕も大きいの

で、数えやすく、トチノミも地面に残っていたので、どうやって食べるのかなどの話も出ました。 近

くにはロウバイの残骸と種、ミツマタのほころびかけた花芽と葉芽。ユリノキのアヒルの口のような冬

芽も観察しました。最後に梅林でいろいろなウメを見て、サンシュユの冬芽と、まだ残っていた赤

い実を観察しました。参加者の感想として、「樹もいろいろ工夫して頑張って生きているのだな。」

とか「１カ月に１回位、植物を見にくると良いのかも。」 などの意見がありました。

小さな冬芽をルーペでじっくり観察         ユリノキの冬芽を近くにひきよせてみる


